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表 試算における設定値の変更箇所

※1：原子力安全委員会, “低レベル放射性固体廃棄物の埋設処分に係る放射能濃度上限値について “, (2007).
※2：天澤弘也, 他, “研究施設等廃棄物浅池中処分施設の概念設計”, JAEA-Technology 2012-013 (2012).

1. 廃棄体の平均放射能濃度や最大放射能濃度の受入基準を検討するため、旧原子力安全
委員会の放射能濃度上限値を検討した線量モデル※1を用いて基準線量（10μSv/y）相当濃
度を評価。

2. 当該モデルを機構の埋設事業の概念設計※2における施設規模や線量評価条件により基準
線量相当濃度を試算。

廃棄体等の放射能濃度に関する受入基準の検討（1/4）

項目
旧原子力安全委員会※1 概念設計※2

設定値
値 単位 値 単位

トレンチ処分

施設形状 500×500×5 m3 250×250×4 m3

覆土厚さ 1.8 m 2.5 m

放射性廃棄物処分総量 2.0×105 m3 7.6×104 m3

廃棄物層への浸透水量 0.3 m/y 0.6 m/y

河川までの距離 500 m 100 m

地下水の実流速 0.3 m/d 0.9 m/d

人の年間飲料水摂取量 0.6 m3/y 0.61 m3/y

ピット処分

施設形状 500×500×5 m3 100×400×5 m3

覆土厚さ 3.0 m 3.0 m

放射性廃棄物処分総量 2.0×105 m3 4.4×104 m3

廃棄物層への浸透水量 0.1 m/y 0.1 m/y

河川までの距離 500 m 100 m

地下水の実流速 0.01 m/d 0.01 m/d

人の年間飲料水摂取量 0.6 m3/y 0.61 m3/y
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建設シナリオ

○廃棄物総量（200Lドラム缶換算）：
100万本 ⇒ 38万本

○廃棄物総量の処分場容量に対する割合
（容積割合）：0.16 ⇒ 0.3

居住シナリオ

○管理期間（50年）後の跡地への
住居、栽培農作物の摂取等

○客土の厚さ：0.3m

■評価経路（被ばく経路3～4）
○外部被ばく
○農作物摂取による被ばく

河川水利用シナリオ

○埋設処分後直ちに地下水への
核種の流出が開始。

○処分場より核種が帯水層へ流入し、
地下水により移行し、河川に流入する。

■評価経路（被ばく経路5～7）
○河川水飲用による被ばく
○河川魚摂取による被ばく
○畜産物摂取による被ばく（飼育水利用）

覆土：1.8m ⇒ 2.5m

帯水層

河川水飲用
畜産物

河川魚

河川流量：
1×108 m3/y

地下水への浸透分：
0.3m/y ⇒ 0.6m/y

河川までの距離：500m ⇒ 100m

地下水の流速（実流速）：0.9m/d

1次元移流、分散、収着

500m×500m ⇒ 250m×250m

5m ⇒ 4m
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浅地中埋設処分施設
○管理期間（50年）後の跡地への
住居の建設工事

○掘削深さ：3m

○廃棄物層の掘削容積の全掘削
容積に対する割合：0.32

■評価経路（被ばく経路1～2）
○外部被ばく
○塵埃吸入被ばく

▽地表面

3.8m

0.3m

3.0m

廃棄体層

廃棄体・覆土混合層

廃棄体層

農作物 γ線

廃棄体層

塵埃

3.8m

γ線
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建設シナリオ

○廃棄物総量（200Lドラム缶換算）：
100万本 ⇒ 22万本

○廃棄物総量の処分場容量に対する割合
（容積割合）：0.16 ⇒ 0.22

居住シナリオ

○管理期間（300年）後の跡地への
住居、栽培農作物の摂取

○果樹は根の深さ：1m

■評価経路（被ばく経路2～3）
○外部被ばく
○農作物摂取による被ばく

河川水利用シナリオ

○地下水への流出時期：管理期間（300年）後
⇒ 埋設処分後直ちに（トレンチ処分同様）
○処分場より核種が帯水層へ流入し、
地下水により移行し、河川に流入する。

■評価経路（被ばく経路4～6）
○河川水飲用による被ばく
○河川魚摂取による被ばく
○畜産物摂取による被ばく（飼育水利用）

覆土：3.0m

帯水層

河川水飲用
畜産物

河川魚

河川流量：
1×108 m3/y

地下水への浸透分：
0.1m/y

河川までの距離：500m ⇒ 100m

地下水の流速（実流速）：0.01m/d

1次元移流、分散、収着

500m×500m ⇒ 100m×400m

5m

0.5mコンクリートピット
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浅地中埋設処分施設

廃棄体層

○管理期間（300年）後の跡地への
住居の建設工事

○掘削深さ：3m

○覆土と廃棄物の混合は起こらない

■評価経路（被ばく経路1）
○外部被ばく5.0m

γ線

3.0m

0.5mコンクリートピット

▽地表面

廃棄体層

農作物

5.0m

γ線

3.0m

0.5mコンクリートピット

廃棄体層
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表 パラメータ変更後の基準線量相当濃度の試算結果例

核種
トレンチ処分 [Bq/ton] ピット処分 [Bq/ton]

従来の基準線量
相当濃度

試算結果
従来の基準線量
相当濃度

試算結果

H-3 5.30×108 7.47×108 2.80×1016 8.53×1011

C-14 2.20×107 5.34×107 2.80×109 2.03×109

Cl-36 1.40×106 2.03×106 3.40×107 2.45×107

Co-60 7.60×108 1.08×109 ---- ----

Ni-63 1.60×109 2.29×109 3.00×1011 2.02×1011

Sr-90 4.20×105 6.01×105 9.00×1010 5.58×1010

Tc-99 1.10×106 1.48×106 2.40×107 1.78×107

I-129 6.10×105 8.59×105 1.40×107 1.03×107

Cs-137 1.50×107 2.04×107 5.20×1011 3.70×1011

α線放出核種（Pu-239） 2.00×107 2.86×107 6.30×108 4.58×108

廃棄体等の放射能濃度に関する受入基準の検討（4/4）
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覆土を厚くしたことによる

 条件を変えることにより、基準線量相当濃度が変化するため、埋設施設の設計等から現時点で想定できる
条件を用いて基準線量相当濃度を試算し、放射能濃度の暫定的な受入基準の設定を進める。 5


